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中世スペ イ ソ語 において,場 所や 状態 の変 化 を示 す 自動 詞 の完 了形を作

る助動詞は,serで あ る事 は,よ く知 られ て い る].1。当時 の直 説法 の完 了

時制 の0部 を,他 動 詞(fazer)と 自動 詞(ir)を 例 と して現代 スペ イ ソ語

(hacer)と 比 べ てみ る と,次 の よ うな形 態 に な る。3人 称 単数 形 を代 表 形

とす る。

現 在 完 了

(Preteritoperfecto)2ｺ
compuesto

過 去 完 了

(Pret6ritopluscuam-

perfecto)

直 前 過 去 完 了

(Pret6ritoanterior)

hacer fazer

hahecho

habfahecho

bubohecho

a(echo

avie(echor
l fiziera

ovofecho
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esido

eraido

{fuera

fueida

自動 詞 の 完 了 形 に,・ ・aver"が 助 動 詞 と して 使 わ れ る こ と も あ っだ1}。

中 世 ス ペ イ ソ語 の 時 制 体 系 は,現 代 の よ うに 整 理 され た も の で な く,

・・CantardeMioCid"で は
,他 動 詞 の 直 前 過 去 完 了 形 は,直 前 過 去 完 了

だ け で な く,完 了 過 去(Preteritoperfectosimple)と して も機 能 して い

た こ とが 指 摘 され て い る41。 即 ち現 代 ス ペ イ ン語 で は,文 語 と して 扱 わ れ

て い る が,直 前 過 去 完 了 形 は,時 の接 続 詞``cuando","asique",``luego

que",・`despuesque"な どに 続 い て 使 わ れ,主 節 の 動 詞 の 表 わ す 行 為 よ

り直 前 に,あ る 行 為 が 完 了 して い る こ とを 表 わ す の だ がf中 世 ス ペ イ ソ語

に はrそ の よ うな 時 の従 属 節 の 中 で しか 使 わ れ な い とい う制 限 が な く,完
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了 過 去 と して も使 わ れ て い た の で あ る。

他 動 詞 の 直 前 過 去 完 了 形"OVO+過 去 分 詞"に 対 応 す る 自動 詞 の 直 前 過

去 完 了 形``fue+過 去 分 詞"は,``CantardeMioCid"に お い て は,

完 了 過 去 と して しか 機 能 して い な い 。Hanssenも 中 世 ス ペ イ ン語 で は,

ぢ`fue+自 動 詞 の 過 去 分 詞"が 完 了 過 去 の 機 能 を も
つ こ とを 述 べ て い る5!。

しか し``EiCondeLucanor"に お い て は,こ の形 態 は,時 の 従 属 節 の 中

で しか 使 わ れ な い とい う制 限 を うけ,直 前 過 去 完 了 と して 機 能 して い る と

思 わ れ る。 こ の 論 文 で は,``fue+自 動 詞 の 過 去 分 詞"が,ど ん な 時 制 で

あ っ た か,い つ 頃 直 前 過 去 完 了 と して 機 能 した か を,`℃antardeMio

Cid"(1140年 頃 の 作),∫`LibrodeApolonio',(1240年 頃 の 作)
,"El

CondeLucanor"(1335年f乍),``LazarillodeTormes"(1554年 出 版)

の4作 品 を テ キ ス トに して み て ゆ きた い6?。

``fue+自 動 詞 の 過 去 分 詞"の 時 制 を 決 定 す る に は
,形 態 的 に 対 応 す る

``OVO+他 動 詞 の 過 去 分 詞"が どの よ うな 時 制 で あ
っ た か を み て,そ して

次 に``fue+自 動 詞 の 過 去 分 詞"の 時 制 を 考 え る の が 説 得 力 の あ る 方 法 と

思 うの で,作 品 ご とに``ovo+過 去 分 詞"と``fue十 過 去 分 詞"の 時 制 を

み て ゆ き,最 後 に そ の 関 係 を ま とめ て み た い 。

1.``CantardeMioCid"

A.

``ovo+他 動 詞 の過 去 分 詞"の 形態 は
,時 を表 わす 従 属 接続 詞``quando"

で導 か れ る従 属 節 の 中 で使わ れfな おか つ主 節 に完 了過 去 が使 われ てい る

と}直 前過 去完 了 と して機 能 す る。

MasquandoestoODDacabado,penssaronluegod'al .(3252)

しか し こ の 事 を 終 え る と,す ぐ 他 の 事 を 考 え た 。

上 の よ うな 時の 従属節 でない所で使われ る``OVO+他 動 詞 の過 去 分詞"

の形態 は,完 了過 去 の機 能 を もつ 。

AlreyYuceftrescolpesleovodadosJ

saliosledesolespada,camucholandidoelcavallo ,X1725-1726)
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ユ セ ブ王 に 三 打 撃 加 え た 。 剣 の も とか ら く ぐ りぬ け た 。 馬 が 懸 命 に走

っ た の で 。

``ovodados"は
,こ こ で は 独 立 的 に 使 わ れ て い る の でr時 制 は 次 の 行

の"salio"と 同 じ完 了 過 去 と して 機 能 して い る は ず で あ る71。ifs・o"の

asonanciaの 都 合 上 こ の 形 態 が 使 わ れ て い る と思 う。Bol諭oeIslaの 現

代 語 訳8}で は,こ の 形 態 は``10"に な っ て い る。

AlreyYusufle'LOtresgolpes,

Peroselepesofueradelalcancedelaespada,pt,iessucaballo

eracorredor,(1?25-1726)

B.

``ovo+他 動 詞 の過 去 分 詞"に 対 応 す る形 態``fue+自 動 詞 の過 去 分 詞"

は,時 を 表 わす 従 属 接続 詞 に 導 かれ た従属節の中で使われて おらず,完 了

過 去 と してか 機 能 してい な い。`℃antardeMioCid"で1ま,こ の形 態 の

時 制 を判 断す るの に都 合 の良い例 がある。

(1}Fablomio(midRoyDiaz,elqueenbuenorafi,cenado:(613}

め で た き 時 に 生 ま れ し者,わ が シ ー ド,ル イ ・デ ィ ー ア ス は 話 した 。

(2)MiodidRoyDiaz,elqueenbuenanasco,

alreyFari2firescolpesleaviedado;(759-760)

め で た き 時 に 生 ま れ し者}わ が シ ー ド,ル イ ・デ ィ ー ア ス は ・ フ ァ

リ ス 王 に 三 打 撃 与 え た 。

(3)``DezidaRoyDiaz,elqueenbuenoraπ αρゴ6,

quelireavistasdoaguisadofore;(1910-1911)

め で た き 時 に 生 ま れ し者,ル イ ・デ ィ ー ア ス に 都 合 の 良 い 時 に 彼 を

訪 ね て ゆ く と言 っ て くれ 。

(1)の``fuenado"は,serの 完 了 過 去3人 称 単 数 形``fue"+naCerの
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過去分詞の強変化形,(2)の``nasco"は,nacerの 完 了 過 去 の強 変化 形,

(3)の``nagi6"は,nagerの 完 了過 去 の弱 変 化形 であ る。 い ずれ も 「めで

た き時に生 まれ し者」 とい う常 套句の中で使われてい るので,(1)の``fue

nado"は,完 了過 去 と して,``nasco",`ごnagi6"と 同 じ よ うに機 能 して

い る のがわ か る。3っ の形 態 は,nagerの 完 了過 去 の異 形態 で,文 体上 の

違 い が あ るか も しれ ない が,環 境 に よって 形態 の制 約 を うけ ないので,自

由変異 を な して い る。 次 の3っ の例 も同 じ よ うな 意味 の常 套 句の中で使わ

れ ているが,動 詞 は2人 称 複数 形 で あ る。

(1)yaCanpeador,enbuenora ,fostes%{z¢40!(71)

お お,闘 将 よ,め で た き 時 に 生 ま れ し者 よ 。

(2}",Merged,Canpeador,enoraBuenafortesnado!(266)

闘 将 よ,め で た き 時 に 生 ま れ し者 よf感 謝 致 し ま す 。

(3)``Omillamosnos,did,enbuenanasquiestesvos!(2053)

ひ れ ふ し ま す,シ ー ド よ,め で た き 時 に 生 ま れ し者 よ。

(1)の``fostesnagido"は,serの 完 了 過 去 の2人 称 複 数 形fostes+

nagerの 過 去 分 詞 の 弱 変 化 形naCido,(2)の``fostesnado'rは,fostes+

nagerの 過 去 分 詞 の 強 変 化 形nado,(3)の``nasquiestes"は,nagerの

完 了 過 去,強 変 化 形2人 称 複 数 形 で あ る。 現 代 ス ペ イ ン語 の``nacisteis・ ・

に あ た る。 こ の 例 の 常 套 旬 「め で た き者 に 生 まれ し者 よ」 は,直 訳 す れ

ば,「 そ な た は め で た き時 に 生 まれ た 。」 で あ る が,3っ の形 態 は 同 じ よ う

な 形 式 の 同 じ意 味 を 表 わ す 常 套 句 の 中 に 使 わ れ て い る の で,(1)と(2)の

``fostes+naCerの 過 去 分 詞"は
,(3)の``nasquiestes"と 同 ーじ時 制,即

ち 完 了 過 去 と 判 断 で き る 。3っ の 形 態 は,や は り 自 由 変 異 を な すnager

の 完 了 過 去 の異 形 態 で あ る 。

上 の 常 套 句 の ほ か で は,``fue+自 動 詞 の過 去 分 詞"の 形 態 は 独 立 した

文 で 一 度 だ け 使 わ れ て い る 。

c`ElCampeador
porlasparias/bentradv,
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grandesaveresprisoamachosobejanos,(109-110}

闘 将 は,貢 物 を 求 め て 入 城 した 。 大 量 の 大 変 素 晴 ら しい 富 を 手 に いれ

た 。

"foentrado"の``fo"は``fue"の 異 形 態 で あ る
。 こ の ・・foentrado・ ・

も時 の 従 属 節 の 中 で 使 わ れ て お らず,110行 目の``priso"と 同 じ完 了 過 去

と して 機 能 して い る と思 わ れ る91。 す る と``entrar"の 完 了 過 去 ・・entr6・・

の 異 形 態 とい う事 に な る が}こ の形 態 も使 わ れ て い る。

assientrosobreBavieca,elespadaenlamano.(174x)

こ の よ う に,手 に 剣 を も っ て,パ ピ エ ー カ に 乗 っ て 入 城 した 。

2."LibrodeApolonio"

A.

``OVO+他 動 詞 の 過 去 分 詞'fの 形 態 は
,`℃antardeMioCid"と 同 様,

2っ の 機 能 を も っ て い る101。 時 を 表 わ す 従 属 節 で 使 わ れ ,直 前 過 去 完 了 を

示 して い る例 は,次 の もの で あ る 。

QuandohouoBiendichoeouoBiendeportado,

Dixoelrey:"Amiga,biensodetipagado.(496 ,a-b)

彼女が大い に歌い,楽 しん だ時 に,

足 した 。」 と。

王 は 言 った。 「そなた に大 いに満

時の従属節に関係 しない所では,完 了過去 として機能する。

``SiestamoCafuesedecarreratollida
,

Conestossusadobosquelafawnvellida

Casariami丘ja,Iaquehoueparida.rf(370,しd)

も し こ の 女 が 殺 さ れ れ ぽ,彼 女 を 美 し く し て い る こ の 装 身 具 と 共 に,

私 が 生 ん だ 娘 を 結 婚 さ せ る の だ が 。

c`houeparida"は
,完 了 過 去 の"pari"の 意 味 で 使 わ れ て い る 。 や は り
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``i-a"のasonanciaの 都 合 上 この 形 態 が 使 わ れ て い るの で あ ろ う。 この 作

品 で は,``auer"は ま だ 現 代 の``tener"の 意 味 を も っ て い て,直 接 目的 語

の 補 語 と して 他 動 詞 の過 去 分 詞 を とる こ と もあ る が11),こ の 例 の``parir"

で は 意 味 的 に お か し くな る の で 完 了 過 去 と,と る の が よい と思 う。

B.

``fue+自 動 詞 の 過 去 分 詞"は
,``CantardeMioCid"で1ま,完 了 過

去 と して の 用 例 しか み られ な か った が,こ の 作 品 で は``ovo+過 去 分 詞"

の 用 法 と同 様,直 前 過 去 完 了 と して 機 能 して い る と思 わ れ る例 が あ る。

LuegoquefireLicoridesdesternundopasada

AguisoBienelcuerpolasuBuenacriada,(364,a-b}

リコ リデ スが この世を去 る とす ぐ

た。

良き少女はその死体を立派に飾っ

"fuepasada"と い う形 態 は
,「 ～ す る や い な や 」 を 示 す 時 の 接 続 詞

``luegoque"の 後 で 使 わ れ
,主 節 が 完 了 過 去 の``agUISO:'な の で,直 前

過 去 完 了 と解 され る。

``CantardeMioCid"で1ま
,``fue+nagerの 過 去 分 詞"の 形 態 が 時 の

従 属 節 とは 関 係 せ ず,完 了 過 去 と して使 わ れ て い た が,同 じ形 態 が``Libro

deApolonio"で も完 了 過 去 と して 使 わ れ て い る。

``iMesquino
,dixo,quepormatfuylzαsf∫40!"(114-d)

「不 幸 者,な ん と私 は 不 幸 に 生 ま れ た の だ 。」 と言 っ た 。

Dizia:``!Ay,mesquina,enmalorafuyπ α磁!(530-a)

「あ あ,不 幸 者,な ん と悪 い 時 に 私 は 生 ま れ た の で し ょ う。」 言 っ た 。

``fuenado"の 形 態 で
,時 の接 続 詞a`desque"に 導 か れ た従 属 節 の 中

で使 わ れ て は いるが}意 味 的 に直 前過 去 完 了 とみ なす よ り完了過去 と取 る

方 が良い例がある。

Dixohaaltasdozes:"Desqueyofuynado
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Nonvi,seguntmiossesca,cuerpotanacabado."(191,c-d)

大 きな 声 で 言 っ た 。 「私 が 生 まれ て 以 来,私 の 考 え に よれ ば,こ れ ほ

ど立 派 な 人 を 見 た こ とが な い 。」

``fuynasCido"
,``fuynado"の 異 形 態 で あ るnary"と い うnager

の 完 了 過 去 単 純 形 も使 わ れ て い る 。

Nadientrelasondasonnagenlospescados,(491-c)

魚 が 生 ま れ る 波 の 中 で 私 は 生 ま れ た 。

nager以 外 に も"fue+自 動 詞 の過 去 分 詞"の 形 態 で,arribar,casar,

entrar,Uegar等 が 完 了 過 去 と して 使 わ れ て い る が,次 にvenirの 例 を

み て み よ う。

Laduenyafuevenidasobregentadobada,

SaluoAntinagoraeatodasumesnada;(485,・)

娘 は 大 変 美 し く着 飾 っ て や っ て き た 。 ア ン テ ィ ナ ゴ ー ラ と そ の 一一・行 皆

に 挨 拶 し た 。

時 を 表わす 従属節 の 中 で 使われて い て も,主 節 の 動 詞 が 不 完 了過 去

(Pret6ritoimperfecto)な ので,意 味 的 に直 前 過 去完 了 と解 釈 す る よ り,

完 了過 宏 と とる方 が よい``fuevenido"の 形 態 があ る。

QuandoaXIIanyosfueladuenyavenida

Sabiatodaslasartes,eramaestracomplida;(352,a-b)

娘 が12才 に な っ た 時 に は,あ ら ゆ る 学 芸 を 修 め て い て 完 壁 な 名 人 だ

っ た 。

``fuevenido"の 異 形 態 で
,``vino"と い う形 態 も 使 わ れ て い る 。

Laduenyavinoluego,nontoqulsotardar,(162-c}

娘 は す ぐ来 た 。 遅 れ た くな か っ た 。
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上 の 例 で わ か る よ う'lrY`.``fuevenido"と``vino"は,venirの 完 了 過 去

形 の 自 由 変 異 を な す 異 形 態 で あ る。CarrollMardenは こ の 事 を 次 の よ う

に 指 摘 して い る12}。

Whenthepastparticipleisusedwiththeperfectofser,the

resultIS,inmeaning,apreterit;cf.ノuyη αsφ40(=`naci')114d,

ノustevenido(=`viniste').・ ・s

3."EICondeLucanor"

A.

c`OVO+他 動 詞 の 過 去 分 詞"の 形 態 は
,現 代 スペ イ ン語 の よ うに 時 を 表

わ す …接続 詞,``desque",``luegoque",``despuesque"等 の あ との 従 属

節 に しか あ らわ れ ず,も は や 完 了 過 去 は 表 わ さ ず 直 前 過 去 完 了 の み を 表 わ

す よ うに な って きた 。 接 続 詞``deque"と``quando"の あ とに くる例

を み て み よ う。

Etdequeestarazbnovodicha,acomendbelcuerpoetelalma

aDios......(III,p.71.)

そ し て こ の 事 を 言 っ て か ら,体 と 魂 を 神 に 託 し た 。

… …etquandoellosovieronα 擁87'olapuertadellavilla,lostres

cavallerosquesetornavansupasso,eranyaquantoalongados;

(XV,p.109.)

町 の 門 を あ け た 時 に は,帰 りか け て い た3人 の 騎 士 達 は,も うか な り

遠 ざ か っ て い た 。

現代 スペイ ソ語 では,上 の よ うな接 続 詞 の あ とで は直 前過去完了形 の代

りに,完 了過 去 や過 去 完 了 が用 い られ るが,こ の作 品 で は過 去 完 了形 は ほ

とん ど使われ てお らず,完 了過 去 形 が 直前 過 去完 了 形 よ りも多 く用い られ

ている。現代 スペ イ ン語 においては,「 ～す るや い なや」 を 意味 す る接続

詞 のために,時 の従 属節 の中 の完 了過 去 と直 前過去完了の差異 はあま り感

じられない とGiliGayaは 述べ てい るが13},こ の作 品 に お いて もその時
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制 の 差 は 感 じ られ な い 。``desque"と``luegoque"の あ とに 表 わ れ る直

前 過 去 完 了 形 と完 了 過 去 形 の 例 を 一 つ ず つ み て み よ う。

``desque"

EtdesqueestoDvOdicho,llam6aldean:(XI ,p.95.)

そ し て こ の 事 を 言 っ て か ら,司 祭 長 を 呼 ん だ 。

Desqueelnegroesodixo,otroquetooyodixoessomisrno,… …

(XXXII,P.182.)

黒 人 が そ の 事 を 言 う と,そ れ を 聞 い て い た 他 の 者 が 同 じ事 を 書 っ た 。

"luegaque"

EtIuegoqueestoovodicho,cavalgoetfuesseenBuenaventura.

(XXV,p.147.)

こ の 事 を 言 う とす ぐ,馬 に 乗 り幸 せ 一 杯 で 出 か け て 行 っ た 。

Etluegoqueesovao,mandolenforcar.(XLV,p.226.)

そ し て こ の 事 を み て と る とす ぐ,彼 を 縛 り首 に す る よ う命 じた 。

次の``despuesque"の 例 で は,自 動詞 では あ るが``aver"を 完 了形

の助 動詞 とす るcomerの 直 前 過 去完 了形 と自動 詞 のentrarの 完 了過 去

形 が 同 じ従 属節 に使 わ れ,あ ま り時制 の差 が ない 事 がわ か る。

EtdespuesqueSaladinovocomidoetentroensusamara,

envioporxabuenaduena.{L,p.251.}

サ ラ デ ィ ソ は 食 べ て,自 分 の 部 屋 に 入 っ た 後,良 き 婦 人 を 迎 え に や っ

た 。

B.

``fue+自 動詞の過去分詞"は
,``ovo十 他動詞の過去分詞"と 同 じよ う

に・時を表わす接続詞に導かれる従属節の中で しか使われておらず,例 外

的に2例 は意味的に直前過去完了 と取るより完了過去 と解釈 した方が良い
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が,ほ とん どは 直前 過 去完 了 の機 能 を果 た してい ると思われ る。

``caer,,の 例

・・・…etdesquelasperdizes ,fueroncaydasenlaret,aquelquelas

cagavalleg6alaretenqueyazianlasperdizes;(XIII,p.103.)

そ し て し ゃ こ が 罠 に 落 ち る と,捕 え よ う と した 者 が し ゃ こ が い る 罠 に

や っ て き た 。

・・fueroncaydas"は
,「 ～ して か ら」 を 意 味 す る``desque"の あ とに

使 わ れ,ま た 主 節 の 動 詞``11eg6"が 完 了 過 去 で あ る の で,直 前 過 去 完 了

と判 断 で き る 。

``passar,,の 例

Etdesqueestascosasfueranρ α∬ α4α∫,endereC6Saladinpara

yrseParasuBerraquantomssaynapudo.Etdesquellegoa

ssuBerra,ovieronlasgeniescon1'muygrandplatereL-fizieron

muygrantalegriaporlasuvenida.

Etdespuesqueaquellasallegriasficeronpassadas,fuesse

SaladlnparacasadeaquellaBuenaduenaquelfizieraaquella

pregllnta.(]L,pp.250-251.)

そ して こ れ ら の 事 が 過 ぎ 去 る と,で き る だ け 早 く帰 る た め に,サ ラ デ

dン は 故 国 に 向 か っ た 。 そ し て 故 国 に 着 く と人 々 は 大 変 喜 ん で,彼 の

帰 国 を 祝 っ た 。 祝 宴 が 終 っ た 後 で,サ ラ デ ィ ソ は か の 質 問 を し た 婦 人

の 家 へ 行 っ た 。

・・ir"の 例14)

Etluegoqueelemperadorfueydv,comenφellaaensanarse

etaenbraveger,etcomeng6adezir:(XXVII,p.159.)

そ し て 皇 帝 が 行 っ て し ま う と す ぐ,彼 女 は 憤 りr荒 れ 狂 い,言 い 始 め

た 。

Etdesqueelcavallerofueydoensuservigio,cuydandoque
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ybamuyBienandanteetmuyamigodesusenor,fuesseSaladin

parasucasa.(L,p.246.)

そ して 騎 士 が 大 変 幸 せ で,主 君 の 大 親 友 で あ る と思 い な が ら,'務 め を

果 た しに 行 っ て しま っ て か ら,サ ラデ ィ ソは 彼 の 家 に 行 っ た 。

自動詞で も時の接続詞のあ とでは,直 前過去完了形 よりも完了過去形が

多 く使われている。

Etdesquefueensucasaconlasgentes,comenφadezir

maravillasdequantobuenoetquantomaravilosoeraaquel

pano,....(XXXI,p.180)

そ し て 人 々 と一 緒 に 宮 廷 に 戻 っ て く る とwそ の 服 が ど ん な に 良 い も の

か,ど ん な に 素 晴 ら し い も の か と驚 嘆 し て 話 し始 め た 。

次の2つ の例は時の従属節の中で使われているが,意 味的に直前過去完

了と取 るより,完 了過去 と解釈 した方がよい直前過去完了形である。

… …quedesdequefuy%σsρ ゴ40fastaagora
,quesiempre.wmecrie

etvisqueenmuygrandesguerras,・ ・・…{III,p.6$.)

生 ま れ て か ら 今 ま で,私 は い つ も 大 変 大 き な 戦 争 の 中 で 育 ち,生 活 し

た 。

``serの 完 了過 去+nasgido"は
r`℃antardeMioCid"で も"Libro

deApoionio"で も,完 了 過 去 と して 使 わ れ て い た 。

Etporende,desqueelreyfilecaydoenestadubdaetsospecha,

estavacongrantregelo,perononsequisomoverenninguna

cosacontraaquelsuprivado,fastaquedestQsopiesealguna

verdat.(1,p.a6.)

そ して そ れ 故,王 は こ の 疑 惑 に 落 ち い っ て か ら,非 常 に 心 配 し て い た

が,こ の 事 に つ い て な ん ら か の 真 実 を 知 る ま で,あ の 側 近 者 に 対 し て

な に も す る 気 は な か っ た 。
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・・fuecaydo"は
,``desque"の あ とで 使 わ れ て い る が,主 節 の 動 詞

"estava"'が 不 完 了 過 去 な の で
}直 前 過 去 完 了 と取 る よ り完 了 過 去 と して

解 釈 す る方 が 自然 で あ る。

4.``正azarilbdeTormes,,

A.

・`ovo÷ 他 動 詞 の 過 去 分 詞"の 形 態 は
,3例 み られ る。2例 は 時 の 接 続 詞

・・desque"
,"despuesque"の あ とで 使 わ れ て お り,も う1例 は,"yaque"

の あ と だ が,こ れ も理 由 を 含 む 「時 の 接 続 詞 」 と考 え ら れ る。 い ず れ

も主 節 は 完 了 過 去 な の で``OVO+過 去 分 詞"は 直 前 過 去 完 了 と う け と れ

る 。

・・・…ySacounjarrodesbocadoynomuynuevo,y,desquehubo

beUido15',convidomeconel.(III,p.105.)

口 の 欠 け た,あ ん ま り新 し く も な い 水 差 しを 持 ち 出 し てs飲 み 終 る が

早 い か,わ た く し に 水 差 しを 差 し 出 し て 飲 む よ う に す す め ま し た 。

(会 田 由 訳161,P.63.)

B.

``fue+自 動 詞 の 過 去 分 詞"は
,3例 み られ る 。2例 は``desque"の あ

とで 使 わ れ,直 前 過 去 完 了 を 表 わ して い る と思 うが,も う1例 は``hasta

que"の あ とな の で,完 了 過 去 と解 釈 しな い と,お か し くな る。

Ydesque卿 θbiersvueltoensuacuerdo,ech6sealospiesdel

senorcomissarioy,・ ・・…(V,p.137.)

そ し て す っ か り正 気 に 復 した か と思 う と,い き な り彼 は 遣 外 僧 狙 下 の

足 も と に 身 を 投 げ だ して,… …(会 田 由 訳,P・105・)

``desque"の あ と に
,正 気 に 戻 る(volverensuacuerdo)と い う熟 語

が``fuevuelto"と い う形 で 使 わ れ,主 節 が 完 了 過 去"echose"な の で,

``fuevuelto"は 直 前 過 去 完 了 で あ る
。
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Desqueノ 物勿20sentrados,quitadesobresisucapa,y,pre-

guntandositenialasmanorlimpias,lasacudimosydoblamos

y,muylimpiamente,soplandounpoyoquealliestaba,lapuso

enei.(III,p.143.)

わ れ わ れ が 家 へ は い る や い な や,主 人 は 着 て い た 合 羽 を 脱 い で,わ た

く しに 手 は きれ い だ ね と訊 ね た うえ で,わ た く した ち は 二 人 が か り

で,合 羽 の ほ こ りを は らい,そ こ へ 置 い て あ った 腰 か け 台 を,ひ ど く

注 意 ぶ か くふ うふ う吹 い て お い て,そ れ か ら合 羽 を そ の 上 に 置 い た も

の で ご ざ い ま す 。(会 田 由 訳,PP.59-60.)

``fuimosintrados"は
,``desque"の あ とに 使 わ れ て い る がr主 節 の

動 詞 は 現 在 形 の``quita"で あ る。 しか し これ は 次 の``puso"で わ か る よ

うに,本 来 な らぽ``quit6"と い う完 了 過 去 の 役 割 を す る歴 史 的 現 在 で,

``LazarillodeTormes"で は
,時 を 表 わ す 従 属 節 の あ と の 主 節 で しぽ し

ば 使 わ れ て い る。Kenistonも,こ の``fuimosentrados"を 直 前 過 去 完

了 と認 め て い る川 。

``hastaque"の 後 の 例

Entoncesseentrbenlaiglesiamayor,yyoerasel,ymuy

devotamenteievioirmissaylosotrasoficiasdivinos,hasta

quetodofueacabadoylagenieida.(III,p.102.}

そ の 時,彼 が 大 寺 院 に は い て ま い っ た の でsわ た く し も そ の 後 に 従 い
ミ サ

ま した。見 てい る と,実 に熱 心 に 弥撒 やそ のほ か の勤 行を,何 もか も

終 了 して,信 者 た ちがみ ん な行 って しま うまで,拝 聴 して いた の で ご

ざ い ます 。(会 田 由訳,P.58.)

``1agenteida"の 所 は
,``fue"が 省 略 され た もの で,完 全 な 文 は``la

gentefueida"で あ る 。``acabar"は 自動 詞 で もserを 完 了 形 の 助 動 詞

と し て と ら な い の で,こ こ で は 再 帰 動 詞 と して 使 わ れ,再 帰 動 詞 の 完 了 形

に もserが 助 動 詞 と して 使 わ れ て い た の で,i`fueacabadQ"に な る 。 こ

れ は 再 帰 動 詞 の 完 了 過 去 形 で あ る。``fueida"も 意 味 的 に,``ir"の 再 帰

形 の 完 了 過 去 形 あ る。2っ の``fue+過 去 分 詞"は``hastaque"の あ と
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な の で,完 了 過 去 の``seacabo"と``sefue"の 異 形 態 と考 え られ る。

ま と め

他動詞の完了時制 には,``aver"を 助 動 詞 に用 い,場 所 や状 態 の 変化 を

示 す 自動 詞 の完了時制には,``ser"を 主 と して 用 い るのが 中世 スペ イン

語 の習わ し だ ったので,"fue+自 動 詞 の過 去分 詞"の 時 制 を 決定 す るに

は,対 応す る``OVO+他 動 詞 の過 去 分詞"が 規 準 に な る事 が予 想 され た が,

4っ の テ キス トをみ る限 り,2っ の形 態 の機 能 は完 全 には一 致 し て い な

い。``ovo+過 去分 詞"の 現代 スペ イ ン語形 は,``hubo+過 去 分 詞"と い

う直 前 過去 完 了形 な のでr現 代 の 時制 体 系 か ら 考 え る と,``Cantarde

MioCid"と"LibrodeApolonio"で 完 了過 去 と直前 過 去完 了の2っ の

機 能 を 持 ってい て も,``ElCondeLucanor"と``LazarillodeTormes"

で は,直 前過 去 完 了 の機 能 しか もって いないのは納得がゆ く。 なぜ2っ の

機 能 を もってい た のか は,``aver+過 去分 詞+直 接 目的語"の 形 が,i現 代

の``tener"と 同 じ機 能 を も って い て,``OVO÷ 過 去分 詞"が 行 為 の結 果 の

状態 を 保持 す る完 了過去 も示す可能性があ ったか らと推測で きるが,研 究

の余地 が十 分 あ る。

``fue+自 動 詞 の過 去 分 詞"は
,c℃antardeMioCid"で は完 了過 去 の

例 しか な く,ま た全 部 で5例 しか 使 われ てい な い。"LibrodeApolonio"

に な る と,こ の形態 は よ く使 わ れ てい て,直 前過 去 完 了 と思 え る例 もみ つ

か る。``ElCondeLucanor"に な る と,"OVO+過 去 分詞"が 直 前過 去 完

了 しか 表 わ さな くな った のに 対応 して,す べ て の``fue十 自動 詞 の過 去 分

詞"は,時 の接 続 詞 に導 かれ た従 属節 に しか使われず,ほ とん どが 直前 過

去完 了 と解 釈 で きる。完了過去が直前過去完了の代 りに よく使われ てい る

が,``LazarillodeTormes"で も,そ のせ いか,``ovo十 過 去分 詞"の 形

態 は3例 しか な く,"due+過 去分 詞"で 直 前過 去完 了を表 わ して い る の

は,2例 にす ぎ ない。

今 まで 述べ て きた こ と を図式化 して み る と,次 の頁 の よ うに な る。
``P
.P."は 過 去 分 詞``PacticipioPasado"の 省 略記 号 あ るで。

これ だ けの 資 料か らみ ると,現 代 スペ イ ン語 の直 前 過 去完 了``OVO+過

去分 詞"は,14世 紀 頃 そ の 役割 を 得 た よ うに思 われ る。 今 までの歴史文

法書であ ま りふれ られ ていない問題 だけに,独 断が あ るか も しれ ない が,
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MioCid(1140年 頃f乍)

Apolcanio(1240年 頃 作)

Lucanor(1335年 作)

La駕arillo(1554年 巨lll反)

ovo十P・P。

fue-}-p.p.

ovo十P・P・

fue-{-p.p.

機 能

去

例

過

5

0

△

了完

.

r

ovo-{-p.p.

fue十P.P.

ovo十p.p・

fue十P,P.

0

0

X

△2例

X

△1例

直前過去完了

O

x

○

○

○

○

△3例

△2例

``fue+過 去分 詞"が
,直 前 過去 完 了 と して機 能 した事 を実証 で きた と 信

じる。(1979年9月4日)fig}
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Hansen,Federico.Grarnciticahistoricadetolenguacastellana,Edi-

cionesHispanoamexicanas,Paaris,1960,pp.230-233,

再 帰 動 詞 の 完 了 形 に も`user"が 用 い られ る が,再 帰 形 に の み 用 い られ る 動 詞 や

他 動 詞 の 再 帰 形 の 完 了 形 と1自 動 詞 の 再 帰 形 で は,時 制 が"EICondeLucanor"

で は 違 っ て い る と 思 わ れ る の で,こ の'論 文 で は 自 動 詞 と そ の 再 帰 形 の み 扱 う

が,serを 使 っ た 完 了 形 で は 再 帰 代 名 詞 を つ け な い の で,形 は 同 じに な り,そ

の 区 別 は つ け に くい の で,必 要 な 場 合 以 外 は 再 帰 形 に は ふ れ な い 。

こ の 論 文 で は,時 制 の ス ペ イ ン語 名 称 は,次 の 本 の 名 称 を 採 用 した 。

RealAcademiaEspanola:Esbozo伽 彿πα%粥 ηαgア α常 丘翻oα 吻 」α 」θηg初 α

espanola,Espasa-Calpe,Madrid,1373.

Hanssen,ap,cit.,p.231.

MenendezPidal,Ram6n:CantardeX20Cid,obrascompletasdeR.

MenendezVidal,tomoIII,volumenI,criticadeltexto-gramatica,Espasa-

Caipe,Madrid,1964.,p,356.

Hans呂en,op.cit.,p,235.

テ キ ス トに は,以 下 の 本 を 使 っ た 。

CanterdeMioCid,4brascompletesdeR.MenendezPidal,ComoV,

volumenIII,(textodeicantaryadiciones),4aedici6n,Espana-Calpe,

Madarid,1969.

LibrodeApolonio,anOldSpanishpoemedifiedbyC.CarrollMarden,

PartI,Textandintroduction,(ElliottMonographs,1917,corrected
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reissue1937),KrausReprintCorporation,NewYork,1965.

EICondeLucanoroLibrodelosEnxiemplosdelCondeLucanoretde

Patronio,DonJuanManuel:edicion,introduccibnynotasdeJose

ManuelBlecua;Castalia,Madrid,1917,(ClasicosCastalia,2aed.)

LavidadeLazarillodeTormes,ydesusfortunasyadversidades,

edici6ncritica,prologoynotasdeJoseCasoGonzalez;Madrid,1967,

(RealAcademiaEspanola,AnejoXVII}.

Hansen,op.cit.,p.234.

PoemadeMioCid,versionantiguaconprologoyversionmodernade

AmancioBolanoeIsia,Porrua,Mexico,1974,(``SepanCuantos・ ・・…",

Num.85.)

Ford,J.D.M.:OldSpanishreadings,GordianPress,Inc.,NewYork,

1967,p.123.Hanssen,op.cit.,p.235.

LibrodeApolonio,estudios,ediciones,concordanciasdeManuelAlvar,

(1,estudios},FundacionJuanMarchyEditorialCastalia,Valencia,1976,

p.419.

次 の 例 を 参 照,

Seyavuestromaestro,auettoatorgado;(193-b)

お 前 の 先 生 に しな さ い,彼 を 与 え ら れ た も の と しな さ い 。

LibrodeApolonio,anOldSpanishpoemeditedbyC.CarrollMarden,

PartII,Grammar,notes,andvocabulary,{ElliottMonographs,1922),

KrausReprintCorporation,NewYork,1965,p.18.

GiliGaya,Samuel:CorsoSuperiordeSintaxisl醒8p碗oiα,Biblograf,

Barcelona,1.972,pp.162-163.

次 の2つ の 例 は,"ir"の 再 帰 形``irse"の 直 前 過 去 完 了 形 と も 取 れ る 。

``beber"は 自 動 詞 で あ る が
,完 了 形 の 助 動 詞 にhaberを と る の で,こ の 項

``A"に い れ た
。

"LazarillodeTormes"の 日 本 語 訳 は
,次 の 本 を 用 い た 。 「ラ サ リー リ ョ 。

デ ・ トル メ ス の 生 涯 」 会 田 由 訳,岩 波 文 庫(2660),第 五 刷 改 訳,岩 波 書 店r

東 京,昭47。

Keniston,Hayward:TheSyntaxofCastilianProse.Thesixteenth

century,TheUniversityofChicagoPress,Chicago.Illinois,1937,p.

446.

本 稿 は 第30回 東 京 ス ペ イ ン語 学 研 究 会(1978年7月22日)に お い て,

口 述 発 表 し た も の を,ま と め た も の で あ る 。


